
東海第二種廃棄物埋設事業許可
申請に係る現地確認

（廃棄物埋設施設の概要）

平成２９年５月２５日

日本原子力発電株式会社



【凡 例】

周辺監視区域境界線

事業所敷地境界線

モニタリングポイント
(モニタリングポスト)

太平洋東海発電所

東海第二
発電所

至 日立

至 水戸
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廃棄物埋設地の設置場所
は、T.P.約+8mである。

P

約
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0m

約80m

廃棄物埋設施設の位置（1/2）

廃 棄 物 埋 設 地 は 、

東海発電所の原子炉
建屋の北西約700m、
東 海 第 二 発 電 所 の
原 子 炉 建 屋 の 北 西
約500mに位置する。
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仕切板

廃棄物埋設施設の位置（2/2）

南側埋設トレンチ

Y-Y 断面
最終覆土

▽T.P.約+8m
雨水浸入

防止用テント

埋設トレンチ

2
m

以
上

雨水浸入
防止用テント
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廃棄物埋設地の構造
三段積みのイメージ図
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約4m

廃棄物 中間覆土

0.2m以上

0.5m以上

約1m

約1m

約1m

地下水面

約2m
仕切板

最終覆土厚さ : 2m以上

凡例 ：低透水性土壌

：既存の周辺土壌
：埋戻土壌

T.P.約2m

T.P.約4m

T.P.約8m

約100m
廃棄物埋設地の鳥瞰図
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敷地の地質・地質構造
（ボーリング調査孔）

廃棄物埋設地
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3. 敷地の地質・地質構造（敷地の地形及び地質の概要）

敷地の地質平面図

太
平
洋

太
平
洋

敷地に分布する地層のうち，最下位の日立古生層（日立変成岩類）は硬質な泥岩，砂岩及び礫岩からなる。那珂湊層群は硬質な泥岩，砂岩及び礫岩か
らなる。離山層は泥岩，凝灰岩からなる。久米層は砂質泥岩を主としている。東茨城層群と段丘堆積物は砂礫，砂及びシルトからなり，沖積層は粘土を主と
して砂及び礫混じり砂を挟む。各層は不整合関係で接している。砂丘砂層は均質な細～中粒砂からなり，敷地全体に広く分布する。

du

du

du

du

al

D1

D1

du

地 質 層 序 表
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審査会合（H27.5.29）の指摘を踏まえ
申請時（H26.5.20）以降の評価に追加

・ボーリング調査
19孔 ，合計約5,100m

・ボアホールテレビ調査
15孔 ，合計約2,300m

・反射法地震探査
3測線 合計約4,250m
受振器： 速度型地震計（3個グループ）
受振間隔： 10m
震源：
（中型バイブレーター 1台）

スィープ周波数： 15～130Hz
(一部12～100Hz)

起震間隔： 5m (一部10m) 
（油圧インパクター 1台）

起震間隔： 5m
垂直方向分解能：

約5m（浅部）～約15m（深部）

3. 敷地の地質・地質構造（敷地の調査内容）

鉛直ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

鉛直ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ

斜めﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ，ﾎﾞｱﾎｰﾙﾃﾚﾋﾞ調査

鉛直ﾎﾞｰﾘﾝｸﾞ，ﾎﾞｱﾎｰﾙﾃﾚﾋﾞ調査（追加分）

反射法地震探査測線(追加分)

敷地境界

凡 例

: 岩相区分，鍵層の分布等に基づく詳細解析を実施

: 地質断面の範囲（上記反射法地震探査測線
位置においても地質断面図を作成）

• 敷地の地質・地質構造の評価にあたっては，審査会合（H27.5.29）の指摘を踏まえ，追加でボーリング調査及び反射法地震探査等を実施した。
• 久米層の構造評価にあたっては，これらの追加実施した調査結果も含め，岩相区分，侵食境界，鍵層の分布，反射法地震探査結果に基づくユニット区分を追加で

実施した。

a a’

：ボーリングコア展示

原子力発電所 第467回
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3. 敷地の地質・地質構造（地質断面図）

地質断面図（Line-B）

コア観察結果及び反射法地震探査の結果から，地質断面図を作成した。

Nk

※ボーリング調査で認められた地質境界，鍵層及び侵食境界を反射法地震探査記録に投影

• 久米層中には複数の鍵層が概ね水平に連続して認められ，断層を示唆する系統的な不連続や累積的な変位・変形は認められない。
南部（C-1孔～②孔）では，ユニットⅠ及びⅡの複数の鍵層が概ね水平に連続している。
中部～北部（②孔～⑥孔）では，鍵層Ⅲ-3及びⅢ-2が連続し南側に傾斜する傾向が認められるが，下位のユニットⅤ，ユニットⅦ及びユニットⅧ付近に認められる反射面は概ね水平であり，
中部では上位の鍵層Ⅰ-1も概ね水平である。
北部（⑥孔～D-0-0孔）では，ユニットⅢ及びユニットⅣの鍵層が概ね水平に連続している。

• なお，連続性が確認された鍵層の分布は，反射法地震探査記録に認めれる反射パターンの特徴と調和的である。
• ボーリング調査の結果，久米層には癒着して固結した面構造が認められるが，粘土状破砕部を伴う断層は認められない。
• 以上のことから，将来活動する可能性のある断層等は存在しないことを確認した。

久米層岩相区分

地質層序表

Ⅰ ユニット区分番号

地層境界

侵食境界

鍵層

ボーリング位置

孔名

投影距離 方向

断面図凡例

：不整合

：日本原子力研究開発機構の敷地に連続する鍵層（P43～P45参照）

H:V=1:1

Ⅰ-5

Ⅴ-1

Ⅵ-4

Ⅰ-4
Ⅰ-3
Ⅰ-2

Ⅱ-5
Ⅱ-4

Ⅱ-3
Ⅱ-2

Ⅱ-1
Ⅲ-2

Ⅱ-5

Ⅱ-4
Ⅲ-3

Ⅲ-2

Ⅲ-3

Ⅲ-2

Ⅲ-1

Ⅳ-1

Ⅵ-3

Ⅵ-2

Ⅵ-1

Ⅰ-1
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3. 敷地の地質・地質構造（地質断面図）

※ボーリング調査で認められた地質境界，鍵層及び侵食境界を投影

H:V=1:1

・ 久米層中には複数の鍵層が概ね水平に連続して認められる。
・ ボーリング調査の結果，久米層には癒着して固結した面構造が認められるが，粘土状破砕部を伴う断層は認められない。
・ 以上のことから，将来活動する可能性のある断層等は存在しないことを確認した。

地質断面図（c－c’断面）

久米層岩相区分

地質層序表

Ⅰ ユニット区分番号

地層境界

侵食境界

鍵層

ボーリング位置

孔名

投影距離 方向

断面図凡例

：不整合

西 東

：ボーリングコア展示

原子力発電所 第467回
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地下水流動状況（1/4）

T.P. 2.0m

T.P. 1.5m

T.P. 1.0m

T.P. 2.5m

T.P. 3.0m

T.P. 0.5m

調査対象地点地下水位

調査対象地点の地表：T.P.約8.0m

同地点の地下水位[D-4]：

T.P. 約1.4～約2.6m

（年間変動幅 約1.2m）

凡 例

地下水位等高線

地下水流動方向

※ T.P 0(m) 
[東京湾平均海面]

太平洋

D-4

廃棄物埋設地

C-4

B-4

E-4

c-4

F-4

H-4

敷地の地下水位等高線は、
おおむね海岸線に平行で海
側方向に低下していること
から、地下水は定常的に海
側に向かって流動している
と考えられる。
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水位計

地下水位データ採取装置地下水位観測装置概略図
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地下水流動状況（2/4）
【地下水位観測装置】



地下水流動状況（3/4）

2006年度 2007年度 2008年度 2009年度

C-4

B-4

D-4（廃棄物埋設地内）

E-4

F-4
c-4

H-4

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

地
下

水
位

（
T.P

. m
）

150

0

50

100

雨
量

（
m

m
／

日
）

廃棄物埋設地底面位置

D-4孔の最高水位（2006～2013年度）

D-4孔の最低水位（2006～2013年度）
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地下水流動状況（4/4）

-0.5

0.0

0.5

1.0

1.5

2.0

2.5

3.0

3.5

4.0

地
下

水
位

（
T.P

. m
）

2010年度 2011年度 2012年度 2013年度

150

0

50

100

雨
量

（
m

m
／

日
）

C-4

B-4

D-4（廃棄物埋設地内）

E-4

F-4

c-4

H-4

廃棄物埋設地底面位置

D-4孔の最高水位（2006～2013年度）

D-4孔の最低水位（2006～2013年度）
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